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新
年
に
あ
た
っ
て 

本
願
寺
長
野
別
院
輪
番 

長
野
教
区
教
務
所
長 

 
 
 
 
 

酒
井 

隆
哲 

み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
十
月
に
、
長
野
教
区
・
本

願
寺
長
野
別
院
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶

讃
法
要
」
並
び
に
「
本
願
寺
長
野
別

院
創
立
百
周
年
記
念
法
要
」
を
御
門

主
様
御
親
修
に
て
、
多
く
の
み
な
さ

ま
に
ご
参
拝
を
い
た
だ
き
、
無
事
盛

大
に
お
つ
と
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
門
信
徒
の
み

な
さ
ま
や
長
野
教
区
の
御
寺
院
の
み

な
さ
ま
、
有
縁
の
多
く
の
方
々
の
ご

理
解
・
ご
協
力
・
ご
協
賛
の
お
か
げ

で
あ
る
と
、
深
く
感
謝
を
申
し
あ
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
が
説
き
示
し
て
く
だ
さ

っ
た
浄
土
真
宗
の
み
教
え
、
こ
の
み

教
え
に
出
遇
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
み

な
さ
ま
と
と
も
に
集
う
こ
と
も
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ご

勝
縁
に
出
遇
わ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
喜
び
、
こ
れ
を
機
縁
に
ま
す

ま
す
、
ご
法
義
繁
昌
の
た
め
邁
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
に
は
今
後
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
新
し
い
年
を
迎
え
、
本
願
寺

長
野
別
院
に
お
い
て
元
旦
に
は
、
元

旦
会
の
ご
法
要
を
お
つ
と
め
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
京
都
に
あ
り
ま

す
ご
本
山
の
西
本
願
寺
に
お
い
て
も
、

元
旦
会
の
ご
法
要
が
お
つ
と
め
さ
れ

る
の
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
「
修
正

会(

し
ゅ
し
ょ
う
え)

」
と
い
う
法
要

が
お
つ
と
め
さ
れ
ま
す
。 

「
修
」
（
し
ゅ
う
）
と
は
「
直
す
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
修
正
会
」
と

は
「
正
し
く
直
す
法
要
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
の
年

始
の
儀
式
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の

で
す
が
、
一
年
の
最
初
に
「
正
し
く

直
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
昨
年
ま
で

の
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
ら

な
け
れ
ば
何
を
直
せ
ば
よ
い
の
か
さ

え
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
一
度
自
分
の

足
元
や
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
振
り
返

り
、
直
せ
る
こ
と
は
直
し
、
直
す
こ

と
が
出
来
な
い
こ
と
は
「
直
す
こ
と

の
出
来
な
い
自
分
」
と
気
づ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。 

私
自
身
、
昨
年
ま
で
の
自
分
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
い
つ
も
目
先

の
こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
右

往
左
往
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
自

分
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

物
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
間
は
い

い
の
で
す
が
、
少
し
で
も
思
い
通
り

に
い
か
な
く
な
っ
た
り
、
予
想
外
の

事
が
起
こ
っ
た
り
す
る
と
、
怒
っ
た

り
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
が
私
の
本
当
の
姿
で
あ
り

ま
す
。
で
も
そ
の
よ
う
な
私
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
こ
の
私
を
目
当
て
と
し

て
阿
弥
陀
様
は
働
き
か
け
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
如
来
と
い
う
仏
さ
ま
は
、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
名
号
と
な

っ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
声
の

『
ほ
と
け
さ
ま
』
と
な
っ
て
、
私
の

も
と
に
届
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
先
立
っ
て
お
浄
土
に
参
ら

れ
た
大
切
な
方
々
も
阿
弥
陀
様
の
も

と
で
仏
の
身
と
な
り
、
阿
弥
陀
様
と

と
も
に
、
今
こ
こ
に
、
わ
た
く
し
の

も
と
に
ご
一
緒
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
親
鸞
聖
人
の
お
示
し
く
だ
さ
っ

た
、
こ
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏

を
拠
り
所
と
し
て
、
共
々
に
歩
ん
で

い
け
れ
ば
と
思
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

〇
本
願
寺
長
野
別
院 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介 

長
野
別
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
し
た
。
各
種

行
事
予
定
や
、
法
要
の
ご
報
告
な
ど

随
時
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
記
事
内
容
の
充
実
を
図

り
、
動
画
な
ど
掲
載
し
て
、
ご
門
徒

さ
ん
と
の
関
係
を
深
め
る
ご
縁
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

検
索
「
本
願
寺
長
野
別
院
」 

h
t
t
p
s
:
/
/
n
a
g
a
n
o
-
h
o
n
g
w
a
n
j
i
.
j
p
/
 

 

〇
参
拝
記
念
ス
タ
ン
プ
の
紹
介 

麻
田 

弘
潤
講
師
に
よ
る
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
「
参
拝
記
念

ス
タ
ン
プ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

別
院
玄
関
に
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
講
堂
「
襖
絵
」
見
学
に

併
せ
て
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
。 
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二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
十
月
二

十
六
日
（
土
）
・
二
十
七
日
（
日
）

の
二
日
間
に
わ
た
り
修
行
い
た
し
ま

し
た
、
長
野
教
区
・
本
願
寺
長
野
別

院
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
」
並

び
に
「
本
願
寺
長
野
別
院
創
立
百
周

年
記
念
法
要
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

無
事
盛
大
に
御
満
座
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
参
拝
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
こ
の
度
の
法
要

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
本

願
寺
長
野
別
院
門
信
徒
の
皆
さ
ま
や
、

長
野
教
区
ご
寺
院
の
皆
さ
ま
、
有
縁

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。 

こ
の
法
要
を
機
縁
に
、
親
鸞
聖
人

の
「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ

ろ
ま
れ
」
と
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
お

言
葉
を
受
け
止
め
つ
つ
、
自
他
共
に

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
の
た
め
、
本
願
寺
長
野
別

院
・
長
野
教
区
教
務
所
職
員
一
同
、

長
野
別
院
門
信
徒
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
さ
ら
な
る
歩
み
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

① 

参
拝
人
数
の
ご
報
告 

１
日
目
／
１０
月
２６
日
（
土
） 

１４
時
～
１８３
名 

※
長
野
教
区
関
係
者
参
拝
日 

２
日
目
／
２７
日
（
日
） 

１０
時
３０
分
～
１６４
名 

※
長
野
別
院
関
係
者
参
拝
日 

 ② 

関
連
行
事
参
加
者
数
の
報
告 

・
稚
児
行
列 
１７
名 

・
帰
敬
式 

５１
名 

・
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
６３
名 

・
公
開
講
座 

１６３
名 

・
記
念
祝
賀
会 

１０１
名 

長
野
別
院
創
立
百
周
年
記
念
法
要

報
告
書
は
、
後
日
改
め
て
発
行
い
た

し
ま
す
。
法
要
行
事
の
一
部
を
、
写

真
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

                

        

                
 

            

（長野別院 ・ 定専寺 ・ 善立寺） 
 

「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
」
慶
讃
法
要
並
び
に 

「
本
願
寺
長
野
別
院
創
立
百
周
年
記
念
法
要
」
御
礼
・
ご
報
告 

 
 

（長野県内より参集された僧侶により厳修） （各種修復を終え、築５０年を迎えた本堂） 

（下足のまま出入りが可能となった本堂外陣）  （酒井輪番より参拝者の皆さまへ御礼挨拶） 
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１００
周
年
記
念
事
業
・ 

記
念
事
業
推
進
懇
志
の
報
告 

 

ご
門
徒
・
ご
関
係
の
皆
さ
ま
よ
り

左
記
の
通
り
、
推
進
懇
志
を
ご
進
納

賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
記
念
事
業
修
復

工
事
は
順
調
に
進
み
、
来
年
度
は
境

内
地
の
舗
装
工
事
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
推
進
懇
志
未
納
の
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
早
期
納
入
の
方
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。                  

令和５年度 一般懇志 ￥11,138,000－（806件）   
進納率９４% 

令和５年度 特別懇志 ￥10,444,560－（52件） 

令和６年度 一般懇志 ￥6,065,000－（605件） 

進納率６７% 

令和６年度 特別懇志 ￥12,061,000－（171件） 

（雅楽の演奏により賑々しく法要を厳修）  （出発地康楽寺より長野別院まで稚児行列を開催） 

（帰敬式 ５１名の方々がご法名を拝受）  （消しゴムはんこにより講堂襖絵が艶やかに完成） 

（能登半島地震復興支援として真宗フェスタを開催） （歴代輪番さん、合計６名ご参加されました） 

（長野別院 ・ 定専寺 ・ 善立寺） 
 

令和 7 年記念事業①境内地舗装工事 ②合葬墓改修工事等予定 
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記
念
法
要
冊
子
写
真
提
供 

の
御
礼 

 
こ
の
た
び
、
記
念
法
要
冊
子
発
行

に
際
し
、
ご
門
徒
の
玉
崎
さ
ま
よ
り
、

旧
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
仏
前
結
婚

式
の
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

旧
本
堂
の
建
立
年
代
は
さ
だ
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
木
造
建
築
で
約

二
百
年
の
風
雪
に
耐
え
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
が
進
み
、
昭
和
４８
年
別

院
創
立
５０
年
記
念
事
業
と
し
て
全

面
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
４９
年

現
在
の
鉄
筋
造
り
の
本
堂
が
建
立
さ

れ
た
歴
史
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
写
真
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
外
陣
焼
香
炉
は
、
現
在
も
使
用
し

て
お
り
ま
す
。
玉
崎
さ
ま
に
は
貴
重

な
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
、
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
（
笠
原
） 

         

御
命
日
法
要
・
常
例
法
座 

 
 

毎
月
16
日
は
親
鸞
聖
人
の
御
命
日 

 
 
 

ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

１
月
16
日(

木)

・

17
日(

金) 

講
師 

栁
川 

大
喜 

師 

 

（
長
野
県
松
本
市 

善
福
寺
） 

２
月
16
日(

日)

・

17
日(

月) 

講
師 

三
嵜 

霊
証 

師 

 

（
福
井
県
勝
山
市 

西
宮
寺
） 

３
月
16
日(

日)

・

17
日(

月) 

講
師 

未 

定 

４
月
16
日(

水)

・

17
日(

木) 

講
師 

麻
田 

秀
潤 

師 

 

（
新
潟
県
小
地
谷
市 

極
楽
寺
） 

令
和
７
年
行
事
予
定 

 

３
月
２０
日(
木)
１３
時
３０
分
～ 

春
彼
岸
会
法
要
・「
物
故
者 

追
悼
法
要
並
び
に
永
代
経
法
要
」 

５
月
中
旬 

 

親
鸞
聖
人
降
誕
会
法
要 

８
月
１０
日
（
日
）
１０
時
～ 

 

新
盆
法
要 

１０
月
２４
日
（
金
）
～
２７
日
（
月
） 

 

報
恩
講
法
要 

お
晨
朝
（
朝
の
お
つ
と
め
） 

 

毎
朝
７
時

30
分
か
ら
８
時
頃
ま
で 

 
 

※
お
経
本
は
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

聖
徳
仏
婦
例
会 

１
月
２１
日
（
火
）
新
年
会
・
雅
楽
演
奏 

２
月
１７
日
（
月
）
如
月
忌 

３
月
２０
日
（
木
）
※
彼
岸
会
法
要
参
拝 

※
令
和
７
年
度
総
会
４
月
２１
日
（
月
） 

別
院
仏
壮
例
会 

２
月
５
日
（
水
）
１８
時
～ 

３
月
５
日
（
水
）
１８
時
～ 

３
月
２０
日
（
木
）
彼
岸
会
法
要
参
拝 

※
令
和
７
年
度
総
会
４
月
２
日
（
水
） 

 

令
和
７
年 

年
回
表 

１
周
忌
・
・
・
令
和
６
年 

３
回
忌
・
・
・
令
和
５
年 

７
回
忌
・
・
・
平
成
３１
年 

１３
回
忌
・
・
・
平
成
２５
年 

１７
回
忌
・
・
・
平
成
２１
年 

２３
回
忌
・
・
・
平
成
１５
年 

２５
回
忌
・
・
・
平
成
１３
年 

２７
回
忌
・
・
・
平
成
１１
年 

以
降
３３
・
５０
・
１００
回
忌
な
ど 

今
月
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 

２
０
２
５
年 

 
 

 
 
 
 
 
 

が
新
た
に
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

今
年
初
め
て 

 
 
 
 
 
 

の
標
語
は
、 

 
 
 
 
 
 

写
真
の
言
葉 

 
 

 
 

 
 

に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
年
を
過
ご 

 
 
 
 
 
 

す
中
で
、
鮮 

明
に
思
い
返
す
こ
と
の
で
き
る
日
は

い
っ
た
い
い
く
日
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
私
自
身
今
年
も
な
ん
と
な
く

生
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
な
と

考
え
た
り
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
お
釈
迦
様
が
説
か
れ
た

よ
う
に
、
こ
の
世
は
諸
行
無
常
で
あ

り
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
明
日
も

う
目
が
覚
め
る
こ
と
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
い
の
ち
を
抱
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
こ
の

な
ん
と
な
く
過
ご
す
一
日
一
日
が
、

二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
一
日
で
あ
っ
た
と
思
い
返
せ

る
よ
う
、
標
語
に
い
た
し
ま
し
た
。

（
河
野
） 

ご法事のご相談は、お気軽に 
ご連絡ください。 

長野別院からの手紙 御同朋の社会をめざす運動（実践運動） 
実践目標 濁世に生きる～違いを超えて豊かに生きる～ 


